
#1

水災害のリスクや、流域治水について

知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す
水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ

れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

③行動を誘発する 流域治水に取り組む

主体が増える
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる

きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

自分事化に向けた取組計画

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

計画： 「水災害の自分事化」と流域に視野を広げることに関する令和6年度の取組計画を①②③の別に記入（横断可）

庄内川水系流域治水協議会

○流域内の見学可能な現場や施設を公表（夏頃１回） ※見

学会等は複数回実施

○関係機関で実施している取組を紹介する流域治水カード

を配布

○フィッシュウェイ・サポーターとの協働による魚道点検

○流域全体を対象とした清掃活動

○あいち森と緑づくり事業普及啓発

○広報誌、SNS発信、パネル展など流域治水の啓発活動

○流域治水検定

○流域治水ロゴマークの周知

○流域治水MOVIEの公表

○土砂災害防止月間等による広報活動

○河川空間を利活用したイベントの開催（湧き水・水質環境

目標市民モニタリング、親子ふれあい観察会、堀川・五条

川でのイベント等）

○庄内川啓発イベント・動画

○教育委員会と連携した流域治水の副読本を用いた水防災教育・人

材育成

○「流域治水」に関する自由研究を募集（夏頃１回）

○小中学校における河川環境学習（五条川流域の小学生児童による

五条川水生生物調査 等）

○水害をテーマにした防災講演

○小学校への出前講座

○ハザードマップ更新・周知（みずから守るプログラム、多段階の浸水

想定図・水害リスクマップ公表 等）

○土砂災害警戒情報ポータルによる危険度情報の発信

○住民への防災気象情報の利活用促進

○監視カメラ等の設置・増設及び運用（民間企業の協力を得ながらの

増設）

○水害リスクを考慮したまちづくり（防災指針の位置付け 等）

○要配慮者施設等の避難確保計画の作成・周知

○自治体タイムラインの作成・周知

○出水期前に希望する市民への土のうの事前配布

○浸水防止塀設置の支援

○マイ・タイムラインの作成支援

○地域の気象防災支援（避難判断や避難計画策定などへの助言）

○企業向け水害版BCP策定支援

○防災拠点の整備

○一次避難地となる防災公園整備

○緊急河川敷道路の整備

○大規模氾濫被害の軽減に向けた高速道路の一時利用

○水防訓練の実施

○避難場所や経路等に関する情報の周知

○地域防災リーダーの養成

広報

連携活動 教育活動

リスク情報等の提供
計画策定

水災害対策の支援

訓練活動

水防活動の支援
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第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

令和６年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

◎広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎連携活動
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜企業・団体｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

広報誌などによる流域治水の啓発活動、流域治水検定の公表、流域治水ロゴマークの周知、流域治水MOVIEの公表

河川空間を利活用したイベントの開催（湧き水・水質環境目標市民モニタリング、五条川でのイベント等）

親子ふれあい観察会 堀川でのイベント堀川でのイベント

関係機関で実施している取組を紹介する流域治水カードを配布

流域内の見学可能な

現場や施設を公表

フィッシュウェイ・サポーターとの協働による魚道点検、流域全体を対象とした清掃活動、あいち森と緑づくり事業普及啓発

教育委員会と連携した流域治水の副読本を用いた水防災教育・人材育成、水害をテーマにした防災講演、小学生への出前講座

「流域治水」に関する自由研究を募集

小中学校における河川環境学習

五条川流域の小学生児童による五条川水生生物調査

水害リスクを考慮したまちづくり（防災指針の位置付け等）、要配慮者施設等の避難確保計画の作成・周知

希望する市民への土のうの事前配布

浸水防止塀設置の支援、マイ・タイムラインの作成支援、企業向け水害版BCP策定支援

防災拠点の整備、一次避難地となる防災公園整備、緊急河川敷道路の整備、大規模氾濫被害の軽減に向けた高速道路の一時利用

ハザードマップの更新・周知（みずから守るプログラム、多段階の浸水想定図・水害リスクマップの公表 等）

監視カメラ等の設置・増設及び運用（民間企業の協力を得ながら増設）

水防訓練の実施、避難場所や経路等に関する情報の周知

地域防災リーダーの養成

土砂災害警戒情報ポータルによる危険度情報の発信、住民への防災気象情報の利活用促進


